
Cisco Desktop Collaboration Experience の設置

この章は、Cisco Desktop Collaboration Experienceを IPテレフォニーネットワークに設置する場
合に役立ちます。

Cisco Desktop Collaboration Experience電話機を設置する前に、ネットワーク内で電話機をどの
ように設定するかを決める必要があります。その後、電話機を設置して機能を確認します。

詳細については、Cisco Desktop Collaboration Experience Cisco Desktop Collaboration Experienceお
よびネットワークを参照してください。

（注）

この章は次のトピックで構成されています。

• はじめる前に, 1 ページ

• Cisco Desktop Collaboration Experienceの電話機コンポーネント, 3 ページ

• Cisco Desktop Collaboration Experienceの設置, 15 ページ

• 電話機の起動確認, 18 ページ

• ネットワーク設定, 18 ページ

• Cisco Desktop Collaboration Experience電話機のセキュリティ, 18 ページ

はじめる前に
Cisco Desktop Collaboration Experience電話機を設置する前に、次の項目を確認してください。

•ネットワークの要件, （2ページ）

• Cisco Unified CommunicationsManagerでのCisco Desktop Collaboration Experienceのセットアッ
プ
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ネットワークの要件

CiscoDesktopCollaborationExperience電話機をエンドポイントとしてネットワークで正常に運用す
るには、ネットワークが次の要件を満たしている必要があります。

• VoIPネットワーク

◦ Ciscoルータおよびゲートウェイ上で VoIPが設定されている

◦ Cisco Unified Communications Managerがネットワークにインストールされ、コール処理
用に設定されている

• IPネットワークが DHCPをサポートしているか、IPアドレス、ゲートウェイ、およびサブ
ネットマスクの手動割り当てをサポートしている

Cisco Desktop Collaboration Experience電話機は、Cisco Unified Communications Managerから取
得した日時を表示します。

（注）

• Voice over Wireless LAN（Cisco Desktop Collaboration Experience電話機のオプション）

◦ Voice over WLAN（VoWLAN）をサポートするための Cisco Aironetアクセスポイント
（AP）が設定されている。

◦ VoWLANをサポートするためのコントローラおよびスイッチが設定されている。

◦ワイヤレス音声デバイスおよびユーザを認証するためのセキュリティが実装されてい
る。

Cisco Unified Communications Manager
Cisco Desktop Collaboration Experience電話機は、コールの処理に Cisco Unified Communications
Managerを必要とします。電話機を管理し、コールのルーティングと処理を適切に行うよう、Cisco
Unified CommunicationsManagerを正しくセットアップするために、『CiscoUnified Communications
Manager Administration Guide』または Cisco Unified Communications Managerアプリケーションの
状況依存ヘルプを参照してください。

自動登録を使用する計画がある場合は、CiscoDesktopCollaborationExperience電話機をネットワー
クに接続する前に、自動登録が Cisco Unified Communications Managerの管理ページで有効になっ
ていて、正しく設定されていることを確認してください。自動登録のイネーブル化と設定につい

ては、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』を参照してください。

テレフォニー機能を設定してCiscoUnifiedCommunicationsManager電話機に割り当てるには、Cisco
Desktop Collaboration Experienceの管理ページを使用する必要があります。
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Cisco Unified CMの管理では、ユーザをデータベースに追加し、特定の電話機に関連付けること
ができます。この手順を完了すると、コール転送、スピードダイヤル、ボイスメッセージング

システムオプションなどの項目を設定する Cisco Unified Communications Managerユーザオプショ
ンページにユーザがアクセスできるようになります。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerでの電話機の追加方法

Cisco Desktop Collaboration Experience の電話機コンポー
ネント

Cisco Desktop Collaboration Experience DX600シリーズの電話機は、電話機のコンポーネントまた
はアクセサリとして、次のものを備えています。

ネットワークポートとコンピュータポート

Cisco Desktop Collaboration Experience電話機の背面には次のポートがあります。

•ネットワークポート

•コンピュータポート

各ポートは、10/100/1000Mbps半二重または全二重（1000Mbps全二重を除く）による外部デバイ
スへの接続をサポートしています。 10 Mbps接続にはカテゴリ 3/5/5eのケーブルを使用できます
が、100 Mbps接続にはカテゴリ 5/5eケーブル、1000Mbps接続の場合はカテゴリ 5eケーブルを使
用してください。

電話機をネットワークに接続するには、SWネットワークポートを使用します。このポートで
は、ストレートケーブルを使用する必要があります。電話機は、この接続を通じてスイッチから

インラインパワーを取得することもできます。

コンピュータなどのネットワークデバイスを電話機に接続するには、コンピュータポートを使用

します。このポートでは、ストレートケーブルを使用する必要があります。

ハンドセット

ワイドバンド対応ハンドセットは、Cisco Desktop Collaboration Experience電話機で使用するため
に特別に設計されたものです。このハンドセットには、応答待ちの着信コールやボイスメッセー

ジを示すライトストリップが含まれています。

ハンドセットを Cisco Desktop Collaboration Experience電話機に接続するには、ケーブルの一端を
ハンドセットに差し込み、反対側の端を電話機の背面にあるハンドセットポートに差し込みま

す。
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電話機が壁に取り付けられている場合は、受話器が受け台から滑り落ちないようにハンドセット

の受け台を調整する必要があります。

スピーカーフォンを無効にする

デフォルトでは、Cisco Desktop Collaboration Experience電話機でワイドバンド対応のスピーカー
フォンが有効担っています。

スピーカーを無効にするには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用できま
す。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理にアクセスします。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、変更する電話機を探します。

ステップ 3 電話機の [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウで、[スピーカーフォンの無効化（Disable
Speakerphone）]チェックボックスをオンにします。

Cisco Desktop Collaboration Experience のアクセサリのサポート
次の表に、Cisco Desktop Collaboration Experience電話機がサポートするアクセサリを示します。
「X」は特定の電話モデルのサポートを示し、ダッシュ（—）はサポートされていないことを意
味します。

表 1：Cisco Desktop Collaboration Experience 電話機のアクセサリのサポート

Cisco Desktop
Collaboration
Experience DX650

タイプアクセサリ

シスコ製アクセサリ

XアドオンモジュールLogitech C920-C Webカメラ：外部カメラの設定を参照
してください。

サードパーティ製アクセサリ
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Cisco Desktop
Collaboration
Experience DX650

タイプアクセサリ

Xアナログ

マイクロフォンに統

合された 3.5mm単一
プラグアナログワイ

ドバンド

RJ-11アナ
ログヘッド

セットはサ

ポートされ

ません。

（注）

ヘッドセット：ヘッドセット, （7ページ）を参照し
てください。この項では、各ヘッドセットタイプにつ

いて説明しています。

Xアナログワイドバン

ド

XBluetooth

XUSB（有線またはワ
イヤレス）

X外部 PCマイクロフォン：外部スピーカーおよびマイクロフォ

ン, （7ページ）を参照してください。

X外部 PCスピーカー：外部スピーカーおよびマイクロフォン,（
7ページ）を参照してください。

X外部 PCビデオディスプレイ：ビデオディスプレイ, （17ペー
ジ）を参照してください。

USB ポートと USB シリアルコンソールのデータ情報
Cisco Desktop Collaboration Experienceにはユニットの背面にmicroUSBポートが 1つ、USBポート
が 1つあり、側面に USBポートが 1つ存在します。 Cisco Desktop Collaboration Experienceでは、
USBポートで合計で最大 10台のデバイス接続をサポートしています。Cisco Desktop Collaboration
Experienceに接続された各デバイスは、最大デバイス数に含まれます。サポートされるアクセサ
リには、USBシリアルケーブル、USBマウス、USBキーボード、USB電源供給ハブ、USBメモ
リスティックなどがあります。

また、Android Debug Bridge（ADB）アクセスに USB接続を使用できます。 ADB利用の詳細につ
いては、http://developer.android.com/index.htmlを参照してください。
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USBシリアルコンソールでは、USBポートをコンソールとして使用することで、シリアルポート
が必要なくなります。次の表に、USBコンソールの設定項目を示します。

表 2：USB コンソールの設定

設定パラメータ

115200ボーレート

8ビットデータ

なしパリティ

1ビットストップ

なしフロー制御

Cisco Desktop Collaboration Experienceにはドライバがあらかじめ組み込まれているため、シス
コがサポートするケーブルタイプの数には制限があります。シスコは、IOGEARのUSBシリ
アルアダプタを使用することを推奨します。

（注）

USB コンソールの使用
USBコンソールケーブルは、一方にUSBインターフェイス、そしてもう一方にシリアルインター
フェイスを備えています。 USBインターフェイスは、Cisco Desktop Collaboration Experience上の
3つの USBポートのいずれかに接続することが可能です。シリアルインターフェイスは、PCの
シリアルポートに接続します。

PC/ラップトップ上にシリアルポートがない場合は、背中合わせにした 2本のUSBコンソール
ケーブルを、それらの間にヌルモデムケーブルを挟んで接続できます。

ヒント

USBコンソールを使用するには、次の手順を使用します。

   Cisco Desktop Collaboration Experience DX600 シリーズ管理者ガイド、リリース 10.0(1)
6 OL-28933-01-J  

Cisco Desktop Collaboration Experience の設置
USB ポートと USB シリアルコンソールのデータ情報



手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの、デバイスページでクレデンシャルを設定します。

ステップ 2 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]ウィンドウで、[USBデバッグ
（USB debugging）]有効にします。

ステップ 3 Cisco Desktop Collaboration Experienceに USBシリアルケーブルを接続します。 Cisco Desktop
Collaboration Experienceのコンソール出力が、端末画面に表示されます。

ステップ 4 出力が停止したら、[<Return>]をタップしてサインインに進みます。

ステップ 5 デフォルトのパスワードを使用してデフォルトとしてサインインします。表 1を参照してくださ
い。

ステップ 6 $プロンプト画面の後に、Cisco Desktop Collaboration Experienceの問題を診断するための debugsh
などのツールを使用できます。

外部スピーカーおよびマイクロフォン

外部スピーカーおよびマイクロフォンは、プラグアンドプレイ式のアクセサリです。CiscoDesktop
Collaboration Experienceでは、外部 PCタイプのマイクロフォン、および増幅器で電力が供給され
るスピーカーを、ラインイン/アウトのジャックを使用して接続できます。外部マイクロフォンを
接続すると内部マイクロフォンが無効になり、外部スピーカーを接続すると電話機の内部スピー

カーが無効になります。

低品質の外部オーディオデバイスを使用してラウドスピーカーを極端な大音量で再生したり、

マイクロフォンをラウドスピーカーのごく近くに設置したりすると、スピーカーフォンの通話

相手に不快なエコーが聞こえる場合があります。

（注）

ヘッドセット

シスコでは、CiscoDesktopCollaborationExperience電話機で使用するサードパーティ製ヘッドセッ
トについて社内でテストを実施していますが、ヘッドセットや受話器のベンダーの製品について

は動作の保証やサポートは行っていません。

電話機を使用すると、ヘッドセットのマイクロフォンが検出するバックグラウンドノイズの一部

が軽減されますが、さらにこのバックグラウンドノイズを削減して全体的なオーディオ品質を改

善するには、ノイズを遮断するヘッドセットを使用することを推奨します。

シスコでは、不要な無線周波数（RF）および可聴周波数（AF）が遮蔽された高品質のヘッドセッ
トなどの外部デバイスの使用を推奨しています。ヘッドセットの品質や、携帯電話および双方向

ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、雑音やエコーが入ることもあります。ハム音は、

相手方だけに聞こえる場合もあれば、CiscoDesktopCollaborationExperience電話機のユーザおよび
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相手方の両方に聞こえる場合もあります。電灯、電動機、大型の PCモニタなど、さまざまな外
部要因によりこの低い雑音が発生します。

場合によっては、ローカル電源キューブやパワーインジェクタを使用することにより、ハム

雑音を軽減または除去できることがあります。

（注）

CiscoDesktopCollaborationExperience電話機を実際に展開する場合、環境やハードウェアにより不
整合が発生することがあるので、すべての環境に対して最適な唯一のヘッドセットを見出すこと

は不可能です。

ヘッドセットを選定して環境に大規模に展開する前に、実際の環境での使用に最適かどうかをテ

ストすることを推奨します。

関連トピック

外部デバイスの使用, （15ページ）

音質

物理的、機械的、および技術的な性能以上に、ヘッドセットの音質がユーザと通話相手の双方に

とって良質である必要があります。音質の判断は主観によるので、シスコが特定のヘッドセット

のパフォーマンスを保証することは不可能です。しかし、大手メーカーのさまざまなヘッドセッ

トについて、CiscoDesktopCollaborationExperience電話機で良好に作動することが報告されていま
す。詳細については、ヘッドセットのマニュアルを参照してください。

有線ヘッドセット

有線ヘッドセットでは、音量ボタンやミュートボタンも含めて、Cisco Desktop Collaboration
Experience電話機のすべての機能を使用できます。これらのボタンを使用して、ヘッドセットの
音量を調整したり、ヘッドセットマイクからの音声が相手に聞こえないようにしたりすることが

できます。

Cisco Desktop Collaboration Experienceは、3.5 mm単一プラグステレオヘッドセットをサポートし
ます。有線ヘッドセットを Cisco Desktop Collaboration Experienceに接続する場合は、ヘッドセッ
トをヘッドセットポートに差し込んでから、そのヘッドセットを使用してコールの発信や応答を

行います。

ヘッドセットがアナログの場合は、ワイドバンドコーデックの設定方法について、を参照してく

ださい。

関連トピック

アナログのヘッドセット, （10ページ）
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有線ヘッドセットへの接続

有線ヘッドセットを Cisco Desktop Collaboration Experience電話機に接続するには、次の手順を実
行します。

手順

ステップ 1 ヘッドセットを電話機の背面にあるヘッドセットポートに差し込みます。

ステップ 2 電話の発信または応答を行うには、電話機のヘッドセットボタンを押します。

有線ヘッドセットの無効化

ヘッドセットを無効にするには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用しま
す。ヘッドセットを無効にすると、スピーカーフォンも無効になります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページでヘッドセットを無効にするには、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、変更する電話機を見つけます。

ステップ 2 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウ（[プロダクト固有の設定（Product Specific
Configuration）]レイアウト部分）で、[スピーカーフォンとヘッドセットの無効化（Disable
Speakerphone and Headset）]チェックボックスをオンにします。

USB ヘッドセット
有線およびワイヤレスの USBヘッドセットがサポートされています。側面 USBポートに USB
ヘッドセット（またはワイヤレスヘッドセットの場合はベースステーション）を接続できます。

関連トピック

ワイヤレスヘッドセット, （10ページ）

USB ヘッドセットの有効化

Cisco Unified Communications Managerの管理ページ（表示されるウィンドウの [プロダクト固有の
設定（Product Specific Configuration）]のレイアウト部分）で、使用可能なUSBポート（背面USB
ポートのパラメータまたは側面USBポートのパラメータ）を有効にする必要があります。また、
Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、USBクラスを有効化/無効化するパラメー
タとして [オーディオクラス（Audio Class）]が選択されていることも確認します。
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このパラメータは、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウ（[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]）、[エンタープライズ電話の設定（Enterprise PhoneConfiguration）]ウィンドウ（[シ
ステム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]）または、
[共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウ（[デバイス（Device）] > [デバイ
ス設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]）で有効化また
は無効化できます。また、設定ウィンドウで対応する [共通設定の上書き（Override Common
Settings）]パラメータも確認します。

USB ヘッドセットの無効化

USBヘッドセットを無効化するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで有効
化した USBポート（またはオーディオクラスのパラメータ）を無効化します。また、電話機の
[アクセサリ（Accessories）]ウィンドウから別のタイプのヘッドセットを選択することもできま
す。この選択により、直前に有効にしていたヘッドセットが無効になります。

アナログのヘッドセット

アナログのヘッドセットは、Cisco Desktop Collaboration Experienceでサポートされています。た
だし、CiscoDesktopCollaborationExperienceでは、アナログのヘッドセットが接続されたときに検
出できません。

ワイヤレスヘッドセット

Cisco Desktop Collaboration Experience電話機では、ワイヤレスヘッドセットを使用できます。

サポートされるワイヤレスヘッドセットの詳細情報

シスコのWebサイトでは Cisco Desktop Collaboration Experience電話機で動作するワイヤレスヘッ
ドセットについて説明しています。

手順

次の URLにアクセスします。
http://www.cisco.com/en/US/prod/voicesw/ucphone_headsets.html

ヘッドセットの接続およびこの機能の使用については、ワイヤレスヘッドセットのマニュアルを

参照してください。

Bluetooth ワイヤレスヘッドセット
Cisco Desktop Collaboration Experienceは、ヘッドセットが Bluetoothをサポートしている場合は、
バージョン 2.1+EDRテクノロジーをサポートします。 Bluetoothでは、30フィート（10 m）以内
の範囲の低帯域幅でワイヤレス接続を行えます。 1～ 2 m（3～ 6フィート）の範囲で最良の性能
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が得られます。ヘッドセットは最大 5個以上ペア化できますが、最後に接続したヘッドセットだ
けがデフォルトとして使用されます。

干渉が発生する可能性が考えられます。シスコでは、他の 802.11b/gデバイス、Bluetoothデバイ
ス、電子レンジ、大型の金属製の物体を近くに置かないように推奨しています。可能であれば、

他の 802.11デバイスで 802.11aチャネルを使用するように設定してください。

Bluetoothワイヤレスヘッドセットが動作するために、ヘッドセットが電話機の直接の見通し線内
にある必要はありませんが、壁やドアなどの障害物、および他の電子デバイスからの干渉が接続

に影響を及ぼすことがあります。

ハンズフリープロファイル

ご使用の電話機は、さまざまハンズフリープロファイル機能をサポートしており、電話機を操作

しなくてもハンズフリーデバイス（Bluetoothワイヤレスヘッドセットなど）を使用して特定のタ
スクを実行できます。たとえば、電話機で [リダイヤル（Redial）]を押す代わりに、Bluetoothワ
イヤレスヘッドセットからそのメーカーの手順に従って電話番号をリダイヤルできます。

Cisco Desktop Collaboration Experienceで使用される Bluetoothワイヤレスヘッドセットには、次の
一般的なハンズフリー機能が適用されます。

•コールへの応答

•コールの終了

•ヘッドセットのコールの音量を変更する

•リダイヤル

•発信者 ID

•拒否

•即転送

•保留して許可

•リリースして許可

•着信通知

•コールウェイティング通知

• 3者間コール処理

•スピードダイヤル

各種ハンズフリーデバイスは、それぞれ機能のアクティブ化方法が異なります。デバイスのメー

カーが、同じ機能を指すときに異なる用語を使用している可能性もあります。

詳細については、各メーカーのマニュアルを参照してください。
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Bluetooth ワイヤレスヘッドセットおよび Cisco Desktop Collaboration Experience
Cisco Desktop Collaboration Experience電話機では、Bluetoothワイヤレスヘッドセットを使用でき
ます。

CiscoDesktopCollaborationExperience電話機は、共有キーによる認証と暗号化方式を利用してヘッ
ドセットと接続します。 Cisco Desktop Collaboration Experienceは、一度に最大 5個のヘッドセッ
トと接続できます。最後に接続されたヘッドセットがデフォルトとして使用されます。通常、ペ

アリングはヘッドセットごとに 1回実行されます。

デバイスがペア化された後、両方のデバイス（電話機とヘッドセット）が有効化済みで、相互の

有効範囲内にある限り、そのBluetooth接続が維持されます。この接続は通常、一方のデバイスの
電源が切断された後、再び電源が投入されると、自動的に接続を再確立します。ただし、一部の

ヘッドセットでは、ユーザによる接続の再確立が必要です。

ステータスバーの Bluetooth アイコンは Bluetoothがオンであることを示します。

ヘッドセットが Cisco Desktop Collaboration Experienceから 10 m（30フィート）を超えて離れてい
ると、Bluetoothの接続は 15～ 20秒間のタイムアウト後にドロップされます。ペア化されたヘッ
ドセットが Cisco Unified IP Phoneの範囲内に戻ってきたときに当該電話機が別の Bluetoothヘッド
セットに接続していないと、範囲内にあるBluetoothヘッドセットが自動的に再接続します。電力
節約モードで動作する一部のタイプの電話機では、再接続を開始するために、ユーザがオペレー

ションボタンを押してヘッドセットを「ウェイクアップ」させることができます。

ヘッドセットを有効にしてから、電話機アクセサリとして追加するには、次の手順を実行する必

要があります。

Bluetooth ワイヤレスヘッドセットの有効化

Bluetoothワイヤレスヘッドセットは、使用する前に有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、変更する電話機
を見つけ、その電話機の [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウに移動します。

ステップ 2 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、Bluetoothの設定に [有効（Enable）]を選択
し、[Bluetoothのプロファイル（Bluetooth Profiles）]の設定に [ハンズフリー（Handsfree）]を選択
します。

ステップ 3 変更を保存します。

電話機のアクセサリとして Bluetooth ワイヤレスヘッドセットを追加

デフォルトでは、Cisco Unified Communications Managerで Cisco Desktop Collaboration Experienceに
対する Bluetoothが有効になっています。

   Cisco Desktop Collaboration Experience DX600 シリーズ管理者ガイド、リリース 10.0(1)
12 OL-28933-01-J  

Cisco Desktop Collaboration Experience の設置
ヘッドセット



Cisco Unified Communications Managerから Bluetoothを無効にするには、[デバイス（Device）]
> [電話（Phone）]の順に選択します。 [電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィン
ドウで、変更する Cisco Desktop Collaboration Experienceデバイスの検索条件を入力し、[検索
（Find）]を選択します。 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [プロダクト固有
の設定（Product Specific Configuration Layout）]部分で、Bluetoothまで下方向にスクロールし、
下矢印をクリックし、[無効（Disabled）]を選択します。

（注）

Cisco Unified Communications Managerで Bluetoothが有効な状態で、ヘッドセットをアクセサリと
して Cisco Desktop Collaboration Experienceに追加するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ヘッドセットを検出/ペアリングモードに設定します。
ヘッドセットを検出/ペアリングモードに設定する手順はヘッドセットによって異なり
ます。ペアリング手順については、ヘッドセットメーカーの手順を参照してください。

Cisco Desktop Collaboration Experienceがヘッドセットとのペアリングおよび接続を正常
に行うために、ヘッドセットは検出/ペアリングモードである必要があります。

（注）

ステップ 2 まだ有効になっていない場合は、Cisco Desktop Collaboration Experienceで Bluetoothを有効にしま
す。

Bluetoothが有効かどうかを確認するには、Cisco Desktop Collaboration Experienceステータスバー
上で Bluetoothアイコンを確認します。

ステップ 3 [端末をスキャン（Scan for devices）]を選択します。
Bluetoothデバイスが特定されると、デバイス名前がウィンドウに表示されます。

Cisco Desktop Collaboration Experienceは、自動的に PIN「0000」を使用してヘッドセットとのペア

化を試みます。ヘッドセットで別のPINを使用する場合は、ヘッドセット付属のユーザガイドを
参照して正しい PINを入力します。

ヘッドセットのペア化および接続の詳細については、ヘッドセットのユーザガイドを

参照することを推奨します。

ペア化が失敗した場合、Cisco Desktop Collaboration Experience正しい PINの入力が求め
られます。

（注）

Cisco Desktop Collaboration Experienceに正しい PINが設定されると、アクセサリへの接続を試み
ます。 Cisco Desktop Collaboration Experienceは、アクセサリへの接続を試みている間、ユーザに
フィードバックを提供します。接続できなかった場合、Cisco Desktop Collaboration Experienceは
失敗の原因をユーザに通知するエラーアラートを表示します。CiscoDesktopCollaborationExperience
デバイスがアクセサリとの接続を再試行するまでに 10秒間のタイムアウトがあります。接続が
成功しないままタイマーが時間切れになると、エラーアラートが表示されます。

CiscoDesktopCollaborationExperienceは、共有キーによる認証と暗号化方式を利用してヘッドセッ
トと接続します。Cisco Desktop Collaboration Experienceは、5台以上のヘッドセットと同時に接続
できます。最後に接続されたヘッドセットがデフォルトとして使用されます。通常、ペアリング

はヘッドセットごとに 1回実行されます。
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デバイスがペア化されると、両方のデバイス（CiscoDesktopCollaborationExperienceとヘッドセッ
ト）が有効化済みで、相互の有効範囲内にある限り、そのBluetooth接続が維持されます。この接
続は通常、一方のデバイスの電源が切断された後、再び電源が投入されると、自動的に接続を再

確立します。ただし、一部のヘッドセットでは、ユーザによる接続の再確立が必要です。

Bluetoothステータスインジケータは、デバイスが接続されているかどうかを示します。

ヘッドセットが Cisco Desktop Collaboration Experienceの通信圏外にある場合、Bluetoothは 15～
20秒のタイムアウト後に接続をドロップします。ペア化されたヘッドセットが Cisco Desktop
Collaboration Experienceの範囲内に戻ってきたとき（および Cisco Desktop Collaboration Experience
が別の Bluetoothヘッドセットに接続されていない場合）、範囲内にある Bluetoothヘッドセット
が自動的に再接続します。ユーザが再接続操作を開始するために、オペレーションボタンを押し

てヘッドセットを「ウェイクアップ」させなければならない場合もあります。

ユーザがBluetoothヘッドセットを使用して通話している最中に、何らかの理由でそのヘッドセッ
トが電源オフ、圏外、または接続解除になると、アラートが表示され、そのコールはスピーカー/
ヘッドセット上で続行されるか、切断されます。ユーザが30秒以内に処理が行わない場合、コー
ルは終了します。

Desktop Collaboration Experience デバイスから Bluetooth デバイスを削除

Bluetoothデバイスを Cisco Desktop Collaboration Experienceから削除するには、次の手順を実行し
ます。

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）]メニューから、[設定（Settings）] > [Bluetooth]を選択します。

ステップ 2 デバイス名の横にある [設定（Settings）]アイコンをタップします。

ステップ 3 [ペアを解除（Unpair）]をタップします。
Bluetoothワイヤレスヘッドセットの使用方法については、次の資料を参照してください。

• Cisco Desktop Collaboration Experience DX600シリーズユーザガイド

•ユーザのヘッドセットに付属のユーザガイド

Bluetooth の関連資料

Bluetoothワイヤレスヘッドセットの使用方法については、次の資料を参照してください。

•『Cisco Desktop Collaboration Experience DX650 User Guide』

•ヘッドセットに付属するユーザガイド
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ヘッドセットタイプに関する重要な注意事項

常に 1つのヘッドセットタイプしか機能しないため、Bluetoothヘッドセットとアナログヘッド
セットの両方を使用しており、アナログヘッドセットを電話機に接続している場合は、Bluetooth
ヘッドセットを有効にするとアナログヘッドセットが無効になります。アナログヘッドセット

を有効にする場合は、Bluetoothヘッドセットを無効にします。 Bluetoothヘッドセットが有効に
なっている電話機にUSBヘッドセットを接続すると、Bluetoothとアナログの両方のヘッドセット
が無効になります。USBヘッドセットの接続を外した場合は、Bluetoothヘッドセットの有効化ま
たはアナログヘッドセットを使用するためのBluetoothヘッドセットの無効化のいずれかができる
ようになります。

外部デバイスの使用

シスコでは、不要な無線周波数（RF）信号および可聴周波数（AF）信号を遮断（遮蔽）する高品
質の外部デバイス（スピーカー、マイクロフォン、ヘッドセットなど）の使用を推奨しています。

これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、

雑音が入ることもあります。その場合は、次のいずれかの方法で対処してください。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスを離す。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。

•外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、シールドおよびコネクタが高品質
のケーブルを使用する。

•外部デバイスのケーブルを短くする。

•外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。

シスコでは、外部デバイス、ケーブル、コネクタの品質については制御できないため、システム

パフォーマンスの保証ができません。高品質のケーブルおよびコネクタを使用して適切なデバイ

スを接続すると、十分なシステムパフォーマンスが得られます。

欧州連合諸国では、EMC Directive [89/336/EC]に完全に準拠した外部ヘッドセットだけを使用
してください。

注意

Cisco Desktop Collaboration Experience の設置
CiscoDesktopCollaborationExperienceは、使用する前にネットワークおよび電源に接続する必要が
あります。CiscoDesktop Collaboration Experienceへの電力は、CiscoDesktop Collaboration Experience
上の ACアダプタ経由で直接か、Power over Ethernet（PoE+ 802.3at）によって供給できます。電
話機の接続については、Cisco Desktop Collaboration Experience DX650を参照してください。
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電話機は、新品の場合でも、設置する前に最新のファームウェアイメージにアップグレード

してください。

外部デバイスを使用する場合は、外部デバイスの使用, （15ページ）を読んで、安全性およ
びパフォーマンスに関する情報を確認しておいてください。

（注）

ワイヤレス接続の品質と帯域幅によっては、WLANインターフェイスを通じたファームウェ
アのアップグレードは、有線インターフェイスより時間がかかることがあります。一部のアッ

プグレードでは完了までに 1時間を超える場合があります。

（注）

Cisco Desktop Collaboration Experience電話機を設置するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

Cisco Desktop Collaboration Experienceデバイスを設置する前に、Cisco Unified Communications
Managerに以下を追加する必要があります。CiscoDesktop Collaboration Experienceは、必ず最新の
ファームウェアイメージにアップグレードしておいてください。

手順

ステップ 1 次のいずれかの方法で Cisco Desktop Collaboration Experienceに電源を供給します。

• AC電源アダプタ

• Enhanced Power over Ethernet（PoE+ 802.3at）

PoE+ 802.3atにより、デバイスに接続されているアクセサリ（マウスまたはキーボード
など）が電源についてネゴシエートします。アクセサリ用に十分な電力がなければ、

Cisco Desktop Collaboration Experienceの画面にエラーメッセージが表示されます。

（注）

詳細については Cisco Desktop Collaboration Experience DX600シリーズユーザガイドを参照して
ください。

ステップ 2 ハンドセットをハンドセットポートに接続します。

ステップ 3 ヘッドセットをヘッドセットポートに接続します。ヘッドセットは設置の際に接続しなくても、

後から追加できます。詳細については、ヘッドセット, （7ページ）を参照してください。

ステップ 4 ワイヤレスヘッドセットの接続ワイヤレスヘッドセットは設置の際に接続しなくても、後から

追加できます。詳細については、Bluetoothワイヤレスヘッドセットのマニュアルを参照してくだ
さい。

ステップ 5 ストレートイーサネットケーブルを使用して、スイッチを Cisco Desktop Collaboration Experience
電話機のネットワークポートに接続します。各 Cisco Desktop Collaboration Experience電話機に
は、イーサネットケーブルが 1箱に 1本添付されています。 10 Mbps接続にはカテゴリ 3/5/5eの
いずれかのケーブルを使用し、100 Mbps接続にはカテゴリ 5/5eケーブル、1000 Mbps接続の場合
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はカテゴリ5eケーブルを使用してください。詳細については、ネットワークポートとコンピュー
タポート, （3ページ）を参照してください。

ステップ 6 ストレートイーサネットケーブルを使用して、デスクトップコンピュータなど、他のネットワー

クデバイスを Cisco Desktop Collaboration Experienceのコンピュータポートに接続します。別の
ネットワークデバイスは、ここで接続しなくても後で接続できます。

10Mbps接続にはカテゴリ3/5/5eのいずれかのケーブルを使用し、100Mbps接続にはカテゴリ5/5e
ケーブル、1000Mbps接続の場合はカテゴリ 5eケーブルが使用できます。詳細については、ネッ
トワークポートとコンピュータポート, （3ページ）を参照してください。

ステップ 7 ワイヤレスローカルエリアネットワーク（WLAN）を使用するために電話機を有効化します。
Cisco Desktop Collaboration Experience電話機をワイヤレス LANに配置する場合は、すべ
てのイーサネット接続を切断する必要があります。

（注）

ステップ 8 ケーブルロックで電話機を固定してください。詳細については、電話機およびケーブルロック

を参照してください。

ステップ 9 ネットワークの設定値を設定します。

TFTPサーバの設定メニューを参照してください。

ステップ 10 機能を設定します。

詳細については Cisco Desktop Collaboration Experience DX600シリーズユーザガイドを参照して
ください。

関連トピック

Cisco Desktop Collaboration Experience DX650
電話機の起動確認, （18ページ）
ネットワーク設定, （18ページ）
電話機の起動プロセス

ビデオディスプレイ

Cisco Desktop Collaboration Experienceでは、デバイスの背面にあるmicro-HDMIポート経由で外部
ディスプレイデバイスがサポートされています。モニタをデバイスに接続するには、HDMIケー
ブルの一端をmicro-HDMIポートに差し込み、もう一端をモニタのHDMIポートに差し込みます。

電話機の壁面取り付け

Cisco Desktop Collaboration Experience電話機は、Cisco Unified IP Phone壁面取り付けキットに含ま
れている特殊な金具を使用して、壁面に取り付けることができます。壁面取り付けキットは、電

話機とは別にご注文ください。
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電話機の起動確認
CiscoDesktopCollaborationExperience電話機を電源に接続すると、次の手順が繰り返され、電話機
の起動診断プロセスが開始されます。

1 起動時のさまざまな段階で、電話機がハードウェアをチェックする間、ハンドセットが点灯

し、ミュートボタンが赤色に点滅して、ヘッドセットボタンおよびスピーカーボタンが緑色

に点滅し、そしてロックボタンが白色に点灯します。

2 電話アイコンがステータスバーに表示されます。

電話機がこの段階を正常に完了すると、正しく起動し、選択されるまでロックボタンが点灯しま

す。

ネットワーク設定
ネットワークで DHCPを使用していない場合は、Cisco Desktop Collaboration Experience電話機を
ネットワークに設置した後に、電話機上で次のネットワーク設定値を設定する必要があります。

• IPアドレス

• IPサブネット情報

• TFTPサーバの IPアドレス

•ゲートウェイ

•ネットマスク

必要に応じて、ドメイン名と DNSサーバ設定値も設定できます。

Cisco Desktop Collaboration Experience 電話機のセキュリ
ティ

セキュリティ機能は、電話機の IDやデータへの脅威など、複数の脅威を防止します。セキュリ
ティ機能は、電話機と Cisco Unified Communications Managerサーバ間に認証された通信ストリー
ムを確立し、これを維持するとともに、電話機がデジタル署名されたファイルのみ使用すること

を確認します。

Cisco Unified Communications Manager Release 8.5(1)以降にはデフォルトでセキュリティ機能が搭
載されており、CTLクライアントを実行しなくても、Cisco Desktop Collaboration Experience Phone
に次のセキュリティ機能が提供されます。

•電話機の設定ファイルの署名

•電話機の設定ファイルの暗号化

   Cisco Desktop Collaboration Experience DX600 シリーズ管理者ガイド、リリース 10.0(1)
18 OL-28933-01-J  

Cisco Desktop Collaboration Experience の設置
電話機の起動確認



• Tomcatおよび他のWebサービスでの HTTPS

シグナリングおよびメディア機能を保護するには、引き続き、CTLクライアントを実行し、
ハードウェア eTokenを使用する必要があります。

（注）

セキュリティ機能の詳細については、関連項目および『Cisco Unified Communications Manager
Security Guide』を参照してください。

認証局プロキシ関数（CAPF）に関連付けられた必要なタスクの実行後、ローカルで有効な証明書
（LSC）が電話機にインストールされます。 LSCは Cisco Unified Communications Managerの管理
ページで設定できます。詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager SecurityGuide』
を参照してください。

あるいは、電話機の [セキュリティのセットアップ（Security Setup）]メニューから LSCのインス
トールを開始することもできます。このメニューでは、LSCの更新および削除も実行できます。

ローカルで有効な証明書のセットアップ

電話機上で LSCを設定するには、次の手順を使用します。

はじめる前に

次の点を調べて、対象のCiscoUnifiedCommunicationsManagerおよび認証局プロキシ関数（CAPF）
のセキュリティ設定が完了していることを確認してください。

• CTLファイルまたは ITLファイルに CAPF証明書が含まれていること。

• Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理ページで、CAPF証明書がイ
ンストールされていることを確認してください。

• CAPFは実行および設定されています。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を参照してください。

手順

ステップ 1 CAPFの設定後に設定された CAPF認証コードを入手します。

ステップ 2 Cisco Desktop Collaboration Experienceのホーム画面上から、[アプリケーション（Applications）] >
[設定（Settings）] > [位置情報とセキュリティ（Location & security）] > [エンタープライズセキュ
リティの設定（Enterprise security settings）]を選択します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウにある設定アクセスフィールドを使用すると、[設定（Settings）]メニュー
へのアクセスを制御できます。詳細については、『Cisco Unified CMの管理 Guide』を
参照してください。

（注）

ステップ 3 [LSC]をタップします。
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認証文字列を要求するプロンプトが Cisco Desktop Collaboration Experienceに表示されます。

ステップ 4 管理者から要求されている場合は認証文字列を入力し、[送信（Submit）]をタップします。
CAPFの設定に応じて、Cisco Desktop Collaboration ExperienceでLSCのインストール、更新、また
は削除が開始されます。この作業の間、[セキュリティ設定（Security Configuration）]メニューの
[LSC]オプションフィールドに一連のメッセージが表示されるので、進捗状況をモニタできます。
この作業が正常に完了すると、Cisco Desktop Collaboration Experienceは [インストール済み
（Installed）]または [未インストール（Not Installed）]を表示します。

LSCのインストール、更新、または削除プロセスは、完了するのに長時間かかることがあります。
このプロセスは、[キャンセル（Cancel）]をタップすることでいつでも中止できます。

インストールが正常に完了すると、Cisco Desktop Collaboration Experienceは [インストール済み

（Installed）]と表示します。CiscoDesktop Collaboration Experienceに[未インストール（Not

Installed）]と表示された場合は、認証文字列に誤りがあるか、Cisco Desktop Collaboration
Experienceがアップグレード用に有効になっていない可能性があります。 CAPF操作により LSC
が削除された場合、CiscoDesktopCollaborationExperienceは[未インストール（Not Installed）]
を表示して、操作が成功したことを示します。 CAPFサーバ上で生成されるエラーメッセージを
確認し、適切な処置を講じてください。

LSCがインストール、アップグレード、または削除された後、CiscoDesktopCollaboration
Experienceは再起動します。

（注）
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